
【準決勝】 

流経大柏 vs 習志野 

流経大柏は１−４−４−２の中盤ダイヤモンド型、習志野は１−３−４−１−２システム。前日の

大雨から一転し蒸し暑い天候の中でキックオフ。習志野のブラスバンドが会場の雰囲気を盛り上

げる中、開始 1分習志野が左サイド深い位置でMF⑩中渡瀬が抜け出しシュート。そのこぼれ球を

FW⑱ウィキンズがヘディングで押し込み先制かと思われたがオフサイドの判定。その後も⑩中

渡瀬、⑱ウィキンズ、MF⑦太田にボールを配球し、コンビネーションや単独突破で流経大柏のゴ

ールに迫る。ブラスバンド＋応援部員に背中を押された選手の勢いがどんどん増し、立ち上がり

は習志野がペースを掴む。対する流経大柏も２トップの FW⑱金子、FW⑳大藤にボールを配球

し、セカンドボールをMF⑦上田、MF⑩安藤が回収しドリブル突破やコンビネーションで習志野

ゴールに迫る。しかしDFラインとボランチ周辺のセカンドボールを拾いきれず序盤は苦しい展開

に。すると 8分、習志野⑩中渡瀬が左サイドでボールを受け、ドリブルで 1人交わしペナルティエ

リアに侵入すると、流経大柏 DFに倒され習志野が PKを獲得する。その PKを⑩中渡瀬が冷静に決

め習志野が先制する。待望の先制点を奪った習志野は前線からのプレスとDF⑤石黒を中心とした

最終ラインが的確な対応で流経大柏の攻撃の芽を摘む。対する流経大柏は⑩安藤のドリブル突破

などで習志野ゴールに迫っていくがなかなか決定機を作ることができない。膠着した状態が続

き、習志野リードで前半終了かと思われたが、42分流経大柏がCKを獲得。MF⑨山元があげたボ

ールをニアでヘディング、ゴール前の混戦をMF④島谷が押し込み流経大柏が同点に追いついた。

勢いを吹き返した流経大柏は 43分中央でボールを拾った⑱金子が右サイドにいた⑩安藤へ展

開、安藤はシンプルにゴール前へクロスを上げる。このクロスに⑱金子が巧みなトラップで相手

を剥がし、左足で冷静に流し込み、2分間で流経大柏が逆転に成功した。習志野はリードしてハ

ーフタイムを迎えたい所だったが、大事な時間に連続失点を許してしまい前半が終了した。 

後半開始から両チームとも選手交代で変化を加える。流経大柏は⑩安藤を下げてMF⑲オゲデベ

を投入。前線の高さを増やし追加点を狙う。対する習志野は⑱ウィキンズを下げ、FW⑪中曽根

を投入。両チームとも前線の選手にボールを配球、相手コート深い位置にボールを運ぶ展開。そ

こで得たロングスローやCK、FKでチャンスを作ろうとする。１８分、習志野がCKを獲得。MF⑥

岡田が上げたボールを⑤石黒がフォアでヘディングシュート。ゴールに吸い込まれるかと思った

が、流経大柏 GK①藤田が右手指先でかき出しスーパーセーブ。さらに２４分習志野がロングスロ

ーから決定機を作る。DF②笠原が投げたボールをニアで反らし、中央で交代出場のMF⑨武田が

ヘディングシュート。しかしこれも流経大柏 GK藤田が左手でかき出すスーパーセーブ。守護神

が立て続けのビッグセーブでチームの危機を救った。その後も両チーム交代選手を投入し、流れ

を引き寄せようとする。試合終盤には習志野がロングスローでゴール前のシーンを増やすが流経

大柏 GK藤田を中心に守備陣が集中を切らさず、そのまま試合終了。前半終了間際に奪った２ゴ

ールを守り切った流経大柏が勝利し決勝に進出した。 
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日体大柏 vs専修大松戸 

日体大柏は１−３−４−２−１のフォーメーション、専修大松戸は１−４−４−２の中盤がダイヤモ

ンド型のフォーメーション。序盤は専修大松戸がロングボールでシンプルに相手陣内に攻め込む

展開となる。高い位置でラインを設定する日体大柏に対して、専修大松戸はディフェンスライン

の背後にボールを供給、２列目の選手も飛び出し厚みのある攻撃を仕掛ける。20分頃から日体大

柏がボールポゼッションで上回りはじめる。専修大松戸は前線からプレスをかけボールを奪いに

行くが、サイドハーフとサイドバックのライン間で、日体大柏のMF⑧那須、MF⑥長妻にボール

を受けられ、サイドから押し込まれる。31分、日体大柏はCKこぼれ球のシュートが専修大松戸

選手のハンドを誘い PKを獲得する。2年生 FW⑭安塚が決めて１−０と先制する。 

後半、専修大松戸は FW⑨川岸の高さと強さを活かしたボールキープやMF⑩佐藤、MF⑭鬼頭を

中心にドリブルで起点を作るが、日体大柏のMF⑩沼田とDF⑤塘内を中心とした守備陣が身体を

投げ出しながら攻撃の芽を摘む。日体大柏は後半から入った FW⑨小泉の突破からシュートシー

ンが生まれるが、追加点には繋がらない。73分、専修大松戸 DF㉒大江のアーリークロスからヘ

ディングシュートが決まり、同点かと思われたがオフサイドの判定。終了間際の 79分、専修大松

戸MF⑭鬼頭が裏に抜け出し、決定的なチャンスを作るが日体大柏 GK①瀧原がストップし得点を

許さない。前半の 1点を守りきった日体大柏が１−０で勝利し、流経大柏との決勝戦に駒を進め

た。 
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